
本
部
で
は
現
在
、
公
式
テ
キ
ス
ト

『
中
国
百
科
』
の
改
訂
版
の
編
集
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
行
版
テ
キ

ス
ト
の
出
版
社
の
在
庫
が
無
く
な
り
、

年
初
に
は
新
規
受
験
者
が
購
入
で
き

な
く
な
る
と
い
う
事
態
が
予
測
さ
れ

た
た
め
、
昨
年
夏
か
ら
準
備
を
進
め

て
い
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
２
０
１

３
年
に
出
版
し
た
『
中

国
百
科
』
の
「
更
新
」

は
検
定
HP
上
の
『
増
補

分
』
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
基
本

的
に
は
そ
の
内
容
も
本
の
中
に
し
っ

か
り
含
め
る
と
い
う
方
針
で
編
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

『
増
補
分
』
に
組
み
込
ま
れ
て
い

た
項
目
を
、
ペ
ー
ジ
数
が
増
え
す
ぎ

な
い
よ
う
に
内
容
の
吟
味
を
行
な
い
、

圧
縮
・
更
新
・
削
除
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
一
ペ
ー
ジ
も
の
の
コ
ラ
ム

に
「
動
画
サ
イ
ト
」
「
ネ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
」
「
AI
開
発
」
を
新
た
に
追

加
し
ま
す
。
ま
た
、
「
地
理
」
の
各

省
・
各
民
族
の
人
口
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、

「
経
済
」
の
各
種
デ
ー
タ
の
更
新
や

「
法
」
改
正
も
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

『
中
国
百
科
』
は
中
国
に
関
す
る

各
種
の
情
報
を
詰
め
込
ん
だ
「
辞
書
」

と
し
て
の
性
格
も
あ

り
、
こ
の
点
を
重
視

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
次
回
の
第

13
回
試
験
の
受
験
申

込
受
付
は
４
月
１
日

に
開
始
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

『
増
補
分
問
題
集
』
も
４
月
１
日
を

目
途
に
改
訂
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
HP

上
で
公
開
予
定
で
す
。

第
12
回
試
験
１
３
７
名
合
格

本
部
で
は
１
月
７
日
に
第
12
回
試

験
の
最
終
的
な
合
否
判
定
会
議
を
行

い
、
１
３
７
名
の
合
格
者
を
確
定
し

ま
し
た
。
全
体
と
し
て
の
合
格
率
は

前
回
と
全
く
同
じ
80
％
と
な

り
、
受
験
者
の
８
割
に
の
ぼ

る
方
々
に
合
格
認
定
証
を
お

渡
し
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

第
13
回
百
科
検
定
試
験

７
月
15
日
（
土
）

第
14
回
百
科
検
定
試
験

12
月
２
日
（
土
）
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「
中
国
百
科
」
改
訂
版
の
編
集
進
む

新
た
に
25
項
目
の
内
容
を
追
加

昨
年
12
月
３
日
第
12
回
中
国
百
科

検
定
が
実
施
さ
れ
、
大
阪
西
支
部
で

は
毎
回
の
よ
う
に
試
験
成

功
の
た
め
、
受
験
者
以
外

も
多
数
協
力
を
し
て
当
日

は
参
加
し
て
い
ま
す
。

第
12
回
受
験
結
果
が
１

月
中
旬
各
家
庭
に
発
送
さ

れ
、
大
阪
西
支
部
受
験
者

５
名
全
員
合
格
し
ま
し
た
、

７
月
に
実
施
さ
れ
た
第
11

回
時
も
５
名
受
験
し
全
員

が
合
格
し
て
い
ま
す
。
初

級
か
ら
特
級
ま
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
延
べ
合
格

者
は
42
名
に
達
し
「
理
解
は
絆
を
強

く
す
る
」
と
本
部
は
述
べ
て
い
ま
す

が
、
仲
間
の
絆
も
一
層
深
ま
っ
て
い

ま
す
。

あ
る
受
験
生
は
中
国
向
け

の
テ
レ
ビ
、
映
画
、
本
等
読

み
見
る
こ
と
が
と
て
も
役
立
っ

て
い
る
と
言
い
ま
す
。
知
る

こ
と
の
喜
び
が
お
も
し
ろ
い

と
、
日
本
文
化
は
中
国
か
ら

来
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解

出
来
ま
す
。
友
好
の
大
切
さ

や
経
済
・
観
光
に
も
頼
っ
て

い
て
、
軍
事
優
先
で
な
く
平

和
的
な
話
し
あ
い
が
必
要
な

こ
と
が
、
百
科
検
定
か
ら
も

理
解
出
来
る
と
語
っ
て
い
ま

す
。

平
松

悦
雄

大
阪
西
支
部

中
国
百
科
検
定

42
名
合
格

大
阪
中
国
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
が
、

２
０
２
２
年
度
大
阪
弁
護
士
会
の
第

22
回
人
権
賞
を
受
賞
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
２
月
４
日
、
大
阪
弁
護
士
会

館
で
授
賞
式
が
あ
り
ま
し
た
。

受
賞
理
由
は

『
一
般
社
団
法
人
大
阪
中
国
帰
国
者

セ
ン
タ
ー
は
、
中
国
残
留
邦
人
一
世

と
二
世
の
当
事
者
が
相
談
員
や
通
訳

を
は
じ
め
幅
広
く
、
き
め
細
か
な
支

援
活
動
に
携
わ
り
、
ま
さ
に
当
事
者

主
体
の
自
助
的
人
権
活
動
を
長
年
続

け
て
来
ら
れ
た
団
体
で
す
。

高
齢
化
に
よ
り
介
護
の
必
要
性
が

増
し
た
一
世
に
は
「
尊
厳
を
も
っ
て

最
後
を
迎
え
て
欲
し
い
」
と
心
を
込

め
た
支
援
を
提
供
し
、
増
加
し
た
三

世
の
若
年
層
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
を

心
掛
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

国
策
に
よ
っ
て
入
植
し
た
あ
げ
く
、

敗
走
す
る
日
本
軍
に
遺
棄
さ
れ
て

「
残
留
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
多
数

の
日
本
人
の
味
わ
っ
た
苦
難
と
い
う

歴
史
的
事
実
と
「
帰
国
後
」
も
続
い

た
苦
境
に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
薄

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
中
国
交
正

常
化
50
周
年
に
合
わ
せ
て
授
賞
す
る

こ
と
に
よ
る
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト

と
啓
発
効
果
を
期
待
し
て
推
薦
し
ま

し
た
。
』

１
月
20
日
か
ら
22
日
、
天
王

寺
公
園
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
エ
リ
ア

「
て
ん
し
ば
」
で
大
阪
春
節
祭

が
開
催
さ
れ
、
大
阪
府
連
か
ら

14
名
が
参
加
、
渡
辺
会
長
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
招

待
客
と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。

連
日
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

き
れ
め
な
く
表
演
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

大
阪
春
節
祭
は
今
年
で
７
回

目
、
中
国
の
旧
正
月
の
雰
囲
気

を
味
わ
い
、
友
好
交
流
を
促
進

す
る
た
め
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ

イ
ス
ト
に
よ
る
舞
台
と
、
中
国

を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
各
国
の

郷
土
料
理
の
お
店
が
出
展
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
舞
台
の
演
奏
を

聴
き
な
が
ら
、
水
餃
子
や
肉
ま
ん
、

ラ
ム
肉
の
串
焼
き
や
ち
ま
き
な
ど

を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
帰
国
者

セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
ひ
ろ
ば
舞

や
、
太
極
拳
の
表
演
も
あ
り
大
い

に
楽
し
み
ま
し
た
。

長
い
歴
史
が
あ
る
春
節

春
節
は
中
国
に
お
い
て
、
先
祖

を
祭
る
清
明
節
、
日
本
で
も
よ
く

知
ら
れ
る
端
午
の
節
句
や
中
秋
節

と
並
ぶ
大
切
な
お
ま
つ
り
で
す
。

そ
の
歴
史
は
長
く
、
一
説
に
よ
る

と
今
か
ら
４
０
０

０
年
以
上
前
（
紀

元
前
２
０
０
０
年

ご
ろ
）
に
は
す
で

に
春
節
を
祝
う
習

慣
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

伝
統
的
な
意
味

で
の
春
節
は
、
中

国
暦
の
12
月
８
日

あ
る
い
は
12
月
23

日
か
ら
１
月
15
日

（
元
宵
節
）
ま
で

の
期
間
の
こ
と
を

指
し
、
そ
の
中
で
１
月
１
日
は
、

は
じ
ま
り
意
味
す
る
「
元
」
と
日

の
出
を
表
す
「
旦
」
を
組
み
合
わ

せ
、
「
元
旦
」
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
中
国
が
新
暦
（
グ
レ
ゴ
リ

オ
暦
）
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た

あ
と
元
旦
は
新
暦
の
１
月
１
日
に

な
り
、
中
国
暦
の
１
月
１
日
は
春

節
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
お
さ
か
「
春
節
祭
」
３
年
ぶ
り
開
催

お
お
さ
か
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

帰
国
者
セ
ン
タ
ー
が
人
権
賞
を
受
賞



新
年
早
々
、
中
国
が
２
０
２
２
年

の
経
済
統
計
速
報
値
を
発
表
し
た

（
『
人
民
網
日
本
語
版
』
）
。
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
１
２
１
兆
２

０
７
億
元
、
前
年
比
で
3.0
％
の
経
済

成
長
だ
が
、
こ
れ
は
米
日
独
よ
り
は

や
や
高
め
と
は
い
え
、
文
革
最
後
の

年
１
９
７
６
年
（
マ
イ
ナ
ス
1.6
％
）

に
次
ぐ
低
成
長
で
あ
る
。
ま
た
総
人

口
は
14
億
１
１
７
５
万
人
、
前
年
か

ら
85
万
人
の
人
口
減
少
と
な
っ
た
。

中
国
の
人
口
減
少
は
毛
沢
東
の
大
躍

進
政
策
の
失
敗
で
多
数
の
餓
死
者
を

出
し
た
１
９
６
１
年
以
来
61
年
ぶ
り
。

高
齢
化
に
向
か
う
中
国
の
将
来
図
と

し
て
頭
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
世
界
的

な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

中
国
経
済
の
「
下
振
れ
」

強
調
す
る
予
測
登
場

昨
年
末
、
こ
う
し
た
状
況
を
見
透

か
す
か
の
よ
う
な
経
済
予
測
が
「
日

本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
発
表

さ
れ
た
。
「
米
中
Ｇ
Ｄ
Ｐ
逆
転
せ
ず
」

（
『
日
本
経
済
新
聞
』
２
０
２
２
年

12
月
15
日
、
見
出
し
）
。
近
年
で
は

「
２
０
３
５
年
に
は
経
済
規
模
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
総
額
）
で
米
中
逆
転
が
生
じ
、

２
０
５
０
年
に
は
経
済
力
（
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
も
中
国
は
先
進
国

上
位
国
に
並
ぶ
」
と
い
う
説
が
常
識

と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
か
ら
、
結
構

な
衝
撃
。

図
が
示
す
よ
う
に
、
同
セ
ン
タ
ー

が
２
０
２
０
年
に
発
表
し
た
予
測
で

は
２
０
２
８
年
に
、
２
０
２
１
年
の

予
測
で
は
少
し
ず
れ
込
ん
で
２
０
３

３
年
に
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
ア
メ
リ

カ
を
追
い
抜
く
と
さ
れ
て
い
た
の
に
、

昨
年
２
０
２
２
年
予
測
で
は
一
転
、

中
国
の
成
長
率
の
鈍
化
に
よ
っ
て
、

２
０
３
５
年
に
な
っ
て
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

ア
メ
リ
カ
の
87
％
に
止
ま
る
と
さ
れ

た
。
中
国
経
済
の
下
振
れ
要
因
と
し

て
は

①
ゼ
ロ
・
コ
ロ
ナ
政
策
と
景
気

後
退

②
ア
メ
リ
カ
の
先
端
技
術
対
中

輸
出
規
制
強
化

③
「
台
湾
有
事
」
な

ど
リ
ス
ク
・
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
海
外

企
業
の
中
国
離
れ
、
以
上
の
３
点
を

あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
セ
ン
タ
ー

は
、
人
口
の
減
少
要
因
も
織
り
込
ん

で
「
２
０
３
６
年
以
降
も
米
中
逆
転

は
起
き
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

中
国
の
経
済
成
長
鈍
化
を

上
回
る
ア
メ
リ
カ
の
停
滞

興
味
深
い
こ
と
に
、
ア
メ
リ
の
巨

大
証
券
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス

社
（
GS
社
）
が
や
は
り
昨
年
末
、
日

本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
と
は
真
逆
の

予
測
を
発
表
し
た
。
GS
社
「
世
界
経

済
長
期
予
測
」
（
２
０
２
２
年
12
月

６
日
）
は
、
２
０
２
４
～
29
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
潜
在
成
長
率
推
計
中
国
４
％
に

対
し
、
ア
メ
リ
カ
が
1.9
％
に
と
ど
ま

る
こ
と
か
ら
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２

０
３
５
年
頃
ア
メ
リ
カ
を
抜
き
、
世

界
一
の
経
済
大
国
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
、
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
２
０

５
０
年
に
は
世
界
五
大
経
済
大
国
は

中
国
、
米
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ド
イ
ツ
の
順
（
日
本
は
第
６

位
）
と
な
り
、
２
０
７
５
年
頃
に
は

イ
ン
ド
が
米
国
を
抜
い
て
世
界
第
二

の
経
済
大
国
（
日
本
は
第
12
位
に
転

落
）
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘

す
る
。

調
査
研
究
の
結
果
が
真
逆
―

そ
れ
も
大
切
な
で
き
ご
と

ア
メ
リ
カ
が
「
対
中
関
与
政
策
」

か
ら
「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
へ
と
政

策
転
換
す
る
中
で
、
米
中
関
係
は
緊

張
度
を
増
し
て
い
る
。
そ
の
行
方
を

展
望
す
る
こ
と
は
、
世
界
１
位
と
２

位
の
経
済
体
（
し
か
も
２
位
が
１
位

の
80
％
に
達
し
て
い
る
）
と
し
て
の

盛
衰
を
見
極
め
る
こ
と
と
密
接
に
関

係
し
て
い
る
。
上
記
２
つ
の
予
測
が

な
ぜ
相
反
す
る
予
測
に
な
っ
た
の
か
、

ど
ち
ら
の
予
測
が
よ
り
合
理
的
な
の

か
は
、
仮
説
（
成
長
率
、
人
口
要
因
、

生
産
性
、
両
国
政
治
関
係
の
影
響
等
）

と
検
証
の
中
身
に
踏
み
込
ま
な
け
れ

ば
、
判
断
し
難
い
。
今
回
は
各
種
報

道
の
紹
介
に
終
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い

が
、
両
推
計
そ
の
も
の
を
検
討
す
る

機
会
も
も
ち
た
い
。
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１
月
20
日
年
春
節
祭
が
天
王
寺

公
園
て
ん
し
ば
に
於
い
て
会
期
３

日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
城
北

支
部
は
初
日
の
20
日
に
中
国
の
正

月
・
春
節
祭
を
共
に
祝
お
う
と
６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
入
り
口
の
大
き
な
春
節
祭

ド
ー
ム
を
抜
け
る
と
模
擬
店
・
屋

台
の
テ
ン
ト
が
並
び
、
多
く

の
参
加
者
が
つ
め
か
け
、
中

国
語
が
飛
び
交
い
活
気
に
溢

れ
て
い
ま
し
た
。
正
面
舞
台

で
は
地
域
別
に
華
僑
や
引
揚

者
の
方
々
が
カ
ラ
フ
ル
な
民

族
衣
装
を
纏
い
歌
や
踊
り
を

披
露
、
出
演
者
と
参
加
者
が

一
体
と
な
り
春
節
祭
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

城
北
支
部
の
参
加
者
は
屋

台
で
牛
肉
の
串
焼
き
、
唐
揚

げ
、
肉
を
詰
め
た
パ
ン
な
ど

を
買
い
込
み
、
ビ
ー
ル
で
乾

杯
し
春
節
を
祝
い
ま
し
た
。

親
睦
を
深
め
て
い
る
と
き
華

僑
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
声
を
掛

け
ら
れ
、
西
脇
さ
ん
が
中
国

語
で
対
応
す
る
と
華
僑
の
人
た
ち

が
西
脇
さ
ん
の
中
国
語
が
流
暢
で

綺
麗
な
発
音
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
確
認
す
る

と
２
日
目
午
後
か
ら
變
（
変
）
面
、

獅
子
舞
な
ど
是
非
見
た
い
催
し
が

目
白
押
し
で
残
念
な
思
い
で
会
場

を
後
に
し
ま
し
た
。
佐
藤

倫
理

旧
「
東
大
阪
支
部
」
は
、
役
員
会

も
開
か
れ
ず
、
会
費
の
滞
納
整
理
を

２
年
が
か
り
で
行
い
、
２
０
１
２
年

４
月
に
再
建
し
ま
し
た
。
２
０
２
１

年
８
月
の
支
部
総
会
で
、
東
大
阪
だ

け
で
な
く
八
尾
、
柏
原
に
も
日
中
友

好
運
動
を
広
げ
て
行
こ
う
と
歴
史
の

あ
る
支
部
名
を
「
中
河
内
支
部
」
に

変
更
し
、
再
建
か
ら
10
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
現
在
、
「
中
国
語
講
座
」
、

「
河
内
の
歴
史
を
学
ぶ
会
」
を
年
金

者
組
合
と
共
催
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

昨
年
の
日
中
国
交
正
常
化
50
周
年

文
化
の
つ
ど
い
（
12
月
25
日
）
に
、

支
部
か
ら
楽
器
演
奏
（
サ
ッ
ク
ス
、

尺
八
、
二
胡
、
オ
カ
リ
ナ
、
ケ
ー
ナ
）

で
出
演
、
年
金
者
組
合
の
役
員
の
方

と
共
演
し
、
地
域
の
民
主
団
体
か
ら

も
ミ
ニ
文
化
行
事
に
出
演
依
頼
が
あ

り
、
紹
介
す
る
時
の
「
グ
ル
ー
プ
名
」

と
言
わ
れ
て
、
相
談
の
上
４
人
な
の

で
「
か
わ
ち
軽
テ
ッ
ト
（
四
重
奏
）
」

に
し
ま
し
た
。
年
金
者
組
合
の
役
員

の
方
は
、
２
月
か
ら
準
会
員
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
新
年
早
々
元
気
が
で

て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
１
月
20
日
に
３
年
ぶ
り

に
支
部
新
年
会
を
行
い
ま
し
た
。
会

員
相
互
の
交
流
を
と
声
を
か
け
、
参

加
者
は
10
名
、
初
め
て
の
参
加
が
２

名
で
、
自
己
紹
介
し
な
が
ら
、
料
理

も
お
い
し
く
、
お
酒
も
す
す
み
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
年
は
大
変
忙
し
い
年
に
な
り
ま

す
が
、
様
々
な
つ
な
が
り
を
生
か
し

て
運
動
を
広
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

中
河
内
支
部
長

浜

正
幸

先
日
、
山
本
恒
人
さ
ん
か
ら

「
こ
の
間
、
堺
支
部
で
取
り
組
ん

で
い
る
毒
ガ
ス
被
害
の
問
題
に
つ

い
て
、
ま
と
め
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
か
は
ま
と
め
た
い
な
ぁ
…
と

は
思
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
実
際

に
取
り
組
む
と
な
る
と
エ
ラ
イ
こ
っ

ち
ゃ
で
す
。
生
ま
れ
て
こ
の
方
、

「
論
文
」
な
る
も
の
を
書
い
た
こ

と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
（
追
試
の
レ

ポ
ー
ト
な
ら
た
く
さ
ん
書
き
ま
し

た
が
）
。

堺
支
部
で
取
り
組
ん
で
き
た
公

開
市
民
講
座
と
寺
ケ
池
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
下
に
、
支
部
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
す

す
め
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
旨
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
。

毒
ガ
ス
兵
器
が
日
中
戦
争
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
で
使
わ
れ
た
。

そ
の
遺
棄
兵
器
が
、
現
代
に
よ
み

が
え
り
、
中
国
と
日
本
の
人
び
と

の
健
康
を
蝕
ん
で
い
る
。
こ
の
事

実
は
あ
ま
り
人
び
と
に
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

堺
支
部
は
、
毒
ガ
ス
被
害
者
を

支
援
さ
れ
て
い
る
中
川
医
師
の
講

演
に
つ
よ
く
動
か
さ
れ
、
以
来
、

支
部
の
テ
ー
マ
と
し
て
学
習
し
知

ら
せ
る
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

堺
支
部

藤
田

大
輔

中
河
内
支
部

３
年
ぶ
り
の
新
年
会
で
交
流

「
米
中
逆
転
」
や
い
か
に
、
相
反
す
る

２
つ
の
予
測
登
場

府
連
副
会
長

山
本

恒
人

『
研
究
中
国
』
誌
へ
の
投
稿
を
め
ぐ
っ
て

大
阪
府
連
事
務
局
に
１
月
末
で
、

合
計
９
６
５
筆
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
布
川
さ
ん
３
２
４
筆
、
城
北

支
部
１
８
５
筆
、
中
河
内
支
部
１

９
５
筆
、
西
支
部
１
５
９
筆
な
ど
、

引
き
続
き
署
名
に
取
り
組
み
ま
す
。

毎
月
15
日
付
け
「
日
中
友
好
新

聞
」
に
折
り
込
み
の
予
定
で
編
集
・

印
刷
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
支
部
で
の
折
り
込
み
の
日
程

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
支
部
活
動
等
、
原
稿
は
月
末

ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

➂
「
日
中
友
好
新
聞
」
は
毎
月

２
回
発
行
、
休
刊
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
府
連
通
信
」
編
集
委
員
会

帰
国
者
二
世
支
援
署
名

府
連
通
信
の
発
行
は

城
北
支
部

２
０
２
３
春
節
祭
を
楽
し
む


